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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府主導による経済政策及び日銀による金融政策を背景とし

た企業収益や設備投資の改善傾向が見られ、景気回復の兆しが見られる一方、個人消費については消費税増税に伴

う駆け込み需要と４月以降の反動により不安定な状況であり、先行きが不透明な経済環境となっております。 

 不動産業界においては、消費税増税の影響から住宅着工戸数が平成26年２月に前年同月比で減少に転じ、そのう

ち持家着工戸数においては18ヶ月ぶりの減少となりました。その一方、住宅ローン金利の推移は依然として低い水

準であるものの、政府施策による税制優遇や補助金制度等の需要喚起策により、需要冷え込みの一巡した後は消費

マインドが回復するとの見通しもあります。 

 このような情勢のもと、当社グループにおきましては下記の２つのセグメントを基幹事業として不動産取引の安

心・安全を下支えするエスクロー機能を果たすべく注力してまいりました。 

  この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は318,965千円、営業利益は67,168千円、経常利益は58,360千円、

四半期純利益は32,028千円となりました。 

 なお、当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

（エスクローサービス事業） 

 エスクローサービス事業では、消費税増税前の駆込み需要が見られたものの４月以降の反動により一般消費者に

おける不動産投資マインドが減退し、当社サービス利用者における従量課金システムの利用頻度が想定以上に下回

ったこと、更に昨年まで実施しておりましたエスクロー保証サービスが平成25年６月に終了したことから、減収と

なりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は146,350千円、セグメント利益は128,305千円となりました。 

 

（BPO事業） 

 BPO事業では、前事業年度から受託している金融機関の融資関連業務を継続受注したこと及び、受託範囲の拡大に

成功したことから増収となりました。また、金銭消費貸借契約等の契約締結事務（クロージング業務）の受託件数

が大幅に増加したことも増収に貢献いたしました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は172,615千円、セグメント利益は35,806千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は1,589,141千円となりました。 

  流動資産は1,406,782千円となりました。主な内訳は現金及び預金1,262,374千円、売掛金119,966千円であり

ます。固定資産は、182,358千円となりました。主な内訳は、ソフトウエア仮勘定18,700千円、長期預金100,000

千円であります。 

 負債の残高は179,086千円となりました。流動負債は166,958千円となりました。主な内訳は、未払金81,054千

円、未払法人税等28,288千円であります。固定負債は固定リース債務のみであり、12,128千円であります。 

 純資産の残高は1,410,054千円となりました。主な内訳は、資本金268,032千円、資本剰余金382,872千円、利

益剰余金759,149千円であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社は、当第１四半期連結会計期間より連結決算を開始いたしました。これに伴い、平成27年２月期第２四半期

累計期間及び通期の連結業績予想を開示しております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当第１四半期連結累計期間において、株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン・トラストを新たに設立し

たため、連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
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３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年５月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,262,374 

売掛金 119,966 

仕掛品 4,128 

繰延税金資産 7,239 

その他 13,157 

貸倒引当金 △84 

流動資産合計 1,406,782 

固定資産  

有形固定資産 10,494 

無形固定資産 36,517 

投資その他の資産 135,346 

固定資産合計 182,358 

資産合計 1,589,141 

負債の部  

流動負債  

買掛金 4,129 

リース債務 8,374 

未払法人税等 28,288 

賞与引当金 11,455 

その他 114,710 

流動負債合計 166,958 

固定負債  

リース債務 12,128 

固定負債合計 12,128 

負債合計 179,086 

純資産の部  

株主資本  

資本金 268,032 

資本剰余金 382,872 

利益剰余金 759,149 

株主資本合計 1,410,054 

純資産合計 1,410,054 

負債純資産合計 1,589,141 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年５月31日) 

売上高 318,965 

売上原価 154,853 

売上総利益 164,111 

販売費及び一般管理費 96,943 

営業利益 67,168 

営業外収益  

受取利息 15 

受取家賃 70 

その他 6 

営業外収益合計 91 

営業外費用  

支払利息 36 

株式公開費用 8,863 

営業外費用合計 8,900 

経常利益 58,360 

特別損失  

減損損失 2,754 

特別損失合計 2,754 

税金等調整前四半期純利益 55,605 

法人税、住民税及び事業税 27,044 

法人税等調整額 △3,467 

法人税等合計 23,577 

少数株主損益調整前四半期純利益 32,028 

四半期純利益 32,028 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 32,028 

その他の包括利益  

その他の包括利益合計 - 

四半期包括利益 32,028 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 32,028 

少数株主に係る四半期包括利益 - 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 当社は、平成26年３月27日を払込期日とする一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行及

び自己株式の処分を行いました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金が24,840千円、資本剰余金が

124,680千円増加、自己株式が49,200千円減少し、当第１連結会計期間末において資本金が268,032千円、資本剰余金

が382,872千円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
 

エスクロー 

サービス 
BPO 計 

売上高      

外部顧客への売上高 146,350 172,615 318,965 - 318,965 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
- - - - - 

計 146,350 172,615 318,965 - 318,965 

セグメント利益 128,305 35,806 164,111 △96,943 67,168 

（注）１．セグメント利益の調整額△96,943千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない本社部門で生じた販売費及び一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、損益計算書の営業利益との調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

固定資産の減損損失2,754千円は、遊休資産に係るものであり、報告セグメントに配分しておりません。 

 

 


